
　4月に開催された本年度最初の各校長会で次のようなお願いをしました。「学
校経営に際してこれまで以上にコスト意識を持っていただきたい。」その意味す
るところは、我々公立学校の教職員は、例えば「教育にお金がかかるのはしょうが
ない。」「教育をお金に換算することはできない。」というような潜在意識がある
のではないか、否、あると思うからです。公立学校が税金で運営される以上、教育
に対して無尽蔵に投資をすることはできないし、当然その費用対効果も考えなけ
ればなりません。果たしてそのような意識を持ちながら、教育という、県の、国の
未来を左右する大切な仕事に取り組んできたか。今一度原点に帰って一緒に考え
ようではありませんか。詳細の内容は校長先生からお聞きください。

　さて、3月4日に教育再生実行会議から「『学び続ける』社会、全員参加型社会、
地方創生を実現する教育の在り方について」（第6次提言）が出されました。その
なかに「『教育』の力で地域を動かす」ということが書き込まれています。その一
部を抜粋してみます。「地方の人口減少や地域経済縮小というこれらの課題を克服し、地方創生を成し遂げる必要
がありますが、その成否は人材にかかっています。まさに、『教育』の力は大きく、地域を動かすエンジンの役割を
担うと言えます。」いかがでしょう。国も学校に大きく期待を寄せていることが分かります。今後、我々教職員も国
や県の動向に敏感に反応し、日々の教育活動に邁進することが求められています。加えて、教育委員会制度の改正
によって首長が総合教育会議を招集し、そこで進むべき教育の方針である「教育大綱」が策定されることとなりま
した。新しい制度の適切な運用に努め、課題解決に向けて迅速に対応することが期待されています。このように社
会状況が急激に変化する時代、先生方一人一人が自らの意識改革を行い、新たな視点を持って子供たちに向き合う
ことが大切だと思っています。  　

　平成27年度が、先生方と徳島の子供たちにとって実り多い一年となりますよう御祈念申し上げて、年度当初の私
の挨拶といたします。

新たな教育の視点

徳島県教育委員会
教 育 長

佐野　義行

サテライト研修室「つながルーム阿南」「つながルーム美馬」を開設しました

　徳島県教育委員会・阿南市教育委員会・美馬市教育委員会と鳴門教
育大学が協力し、ICTを活用したサテライト研修室「つながルーム阿
南」「つながルーム美馬」を開設しました。
　この「つながルーム」による鳴門教育大学の実践的な研修や相談業
務の活用等、学び続ける教員への支援をサテライト研修の有効性を生
かして強化し、徳島の子供たちの「確かな学力」「豊かな心」「健やか
な体」の育成を推進していきます。

問い合わせ先

徳島県教育委員会学校政策課
TEL：088-621-3197

〇設置場所
つながルーム阿南：阿南市富岡公民館　2階ホール
つながルーム美馬：美馬市役所　北館101会議室

〇鳴門教育大学サテライト（つながルーム）ホームページ
URL：http://www.naruto-u.ac.jp/research/satellite/

「つながルーム阿南」

「つながルーム美馬」
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　地域特性を最大限に活用する実践教育を通した新たなキャリアパスを確立するため、森林資源に恵まれた地域
にある那賀高校に、平成28年4月より「森林クリエイト科（仮）」を設置します。
　四年制大学関連学部への進学から林業関係企業等への就職まで、高校卒業後を見通した実践的な教育を展開
し、高校における新たなキャリアパスの「先駆的モデル」をめざします。
「森林クリエイト科（仮）」の概要は、次のとおりです。

新たなキャリアパスの確立に向けて新たなキャリアパスの確立に向けて ～那賀高校「森林クリエイト科（仮）」の設置～

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正されたことに伴い、知事と
教育委員会との連携を強化し、教育に関する重要な課題を検討するための「徳
島県総合教育会議」が設置され、6月3日、飯泉知事と松重教育委員長ほか5名
の教育委員が出席して、初めての総合教育会議が開催されました。
　会議では、子供たちが具体的に「夢」を持つこと、「夢」を語れることの大切
さ、学校とともに家庭・地域の果たす役割の重要性、教育予算の有効活用・工夫、
経営感覚の必要性、特別支援教育における専門性の充実、教育分野からの地方
創生の推進等、多様な視点から意見、提案が自由闊達に繰り広げられました。
　今後、この総合教育会議の論議を、本県教育のさらなる充実に生かして参り
たいと考えています。

　設置後は、地域を活性化し、次代の循環型成長産業を担う人材を育成するため、森林経営や6次産業化への取組
等、実践教育をべースとした専門学科独自の進学・就職の両面に対応した教育に取り組みます。

〈問い合わせ先：徳島県教育委員会教育戦略課 TEL 088-621-3153〉

「徳島県総合教育会議」が開催されました

●育てたい生徒像
「持続可能な循環型社会の形成に向けた、人と森林の新たな関わり方を創造し、地方創生を担う生徒」
●教育の特色 
　①四年制大学進学に対応したカリキュラムを設定 
　②林地実習や林業事業体と連携した就業体験等実践的な森林施業を学習
　③環境に優しい、新たな木の付加価値を生み出す商品開発
　④新たなエネルギーとして期待される木質バイオマスペレットの生産や活用等を学習
　⑤和紙や炭作り等、地域に継承されてきた伝統・文化を学習
　⑥最新大型機械の操作等、林業関連産業のスペシャリストをめざした学習　等
●目指す進路
　四年制大学／農業大学校／公務員、森林組合、林業事業体　等 林業体験の様子
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活用してますか?
「コンプライアンス研修のページ」

「徳島県中学校文化連盟」設立
〜文化創造の担い手となれ〜
　中学生の文化振興を図るため、去る5月29日、「中学
校文化連盟（中文連）」が設立されました。
　中学期に感性を磨き、生涯にわたり文化芸術を愛好す
る心情や態度を育む教育を推進することが設立のねらいです。
　県教育委員会では、これまでの取組をさらに充実させるた
め、市町村教育委員会、「中文連」と連携し、「徳島県中学校総
合文化祭」の開催を支援して文化芸術活動の活性化を図ってい
きます。
　「徳島県中学校総合文化祭」の開催期間は、10月上旬～12月
末。また、記念事業として、12月25日～27日に作品展、記念講演
を徳島県立近代美術館ギャラリー、徳島県立21世紀館を会場に
開催する予定です。みなさんの御来場をお待ちしております。

「徳島県農工商教育活性化方針」

　県教育委員会では、これまでの専門教育に関する取組の成果
と課題を踏まえ、次代を担う即戦力を育成することを目的とし
て、平成27年度から31年度の5年間、本県の農業・工業・商業教
育が取り組むべき新たな方針を策定いたしました。
　この方針では、それぞれの活性化に向けた方策と、それに基
づく、農工商連携による6次産業化に対応した実践的な取組を
示しています。今後、各学校におかれましては、本方針の積極的
な御活用をよろしくお願いいたします。

B コンプライアンスのことならこのページへ!
  （業務の合間に立ち寄ってください）
B 夏と冬の「推進週間」前には必ず更新します!
B アクセスは「総合教育センター」のHPから!
URL  http://compliancetraining.tokushima-ec.ed.jp/

人権教育資料を作成しました。御活用ください。
●“あわ”人権学習ハンドブック　プラス
　｢徳島県人権教育推進方針」への一
部追記に基づく具体的実践を促進す
るために、人権教育指導者用手引書Ⅱ
「“あわ”人権学習ハンドブック　プ
ラス」を作成しました。
　人権教育の充実として「人権教育を
通じて育てたい資質・能力」と「取組の
点検・評価」を、また、個別人権課題とし
て「日本人拉致問題」「災害時における
人権問題」について説明しています。
●社会教育における人権教育資料（Ⅷ）
　ネット社会の中で、子どもたちに危
険が迫っています。子どもたちを守る
のは大人の責任です。様々な研修の
機会に、リーフレット「守ろう　私の人
権　みんなの人権～子どもたちが安
心してネットを利用するために～」を
御活用ください。
　御希望がありましたら必要部数を
提供いたしますので、人権教育課にお
問い合わせください。

※これらの資料は人権教育課のホームページからダウンロード
することができます。
〈問い合わせ先：徳島県教育委員会人権教育課　TEL 088-621-3152〉

工商連携「みまから」 工業科製作 自動散水装置

を策定
しました!

農商連携「農作物を使った商品開発」 商業科「スクールカフェ」運営
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　文化の森は、園瀬川を見下ろす緑豊かな丘陵地に位置する、6つの文
化施設と自然が調和した公園です。徳島県の文化創造活動を先導する
シンボルとして親しまれてきた文化の森が、今年開園25周年という節目
を迎えます。

　文化の森では、この四半世紀、屋内外で世代を超えた人と文化とのふれあいを大切に
してきました。「ヒトガタ」をテーマに、図書館、博物館、近代美術館、文書館、21世紀館、
鳥居龍蔵記念博物館が、25周年にふさわしい企画イベントを御用意してみなさまをお
待ちしています。
　大盛況のうちに終えた東京富士美術館所蔵展「美の饗宴」に引き続き、10月3日から

始まるフィギュア展では、エヴァンゲリオン、北斗の拳等の人気キャラクターや美
少女フィギュアをはじめ、日本古来の土偶や仏像、根付（滑り止めとして提げ物の
紐の先に結わえる装飾美術品）等を多彩に御覧に入れます。
　また、お馴染みのアニメの祭典「マチ★アソビ」が文化の森にやってきます。
ルールに則ったコスプレをして、自然を背景に撮影会を楽しんでみませんか?
　徳島ならではの伝統的な人形文化を詳しく御紹介する「阿波木偶箱まわしの世
界～門付け、大道芸～」は10月末からです。お見逃しなく。
　さあ!お弁当とおやつを持って、文化の森総合公園での一日を満喫しましょう。

　文部科学省は、全国の国公私立学校（大学及び高等専門学校を
除く）において、学習指導、生徒指導・進路指導、学校体育・学校保
健・学校給食、部活動等の七つの実践分野で顕著な成果をあげた
現職の教職員（校長等の管理職員を除く）について、その功績を表
彰するとともに広く周知し、あわせて我が国の教職員の意欲及び資
質の向上に資することを目的として文部科学大臣優秀教職員表彰
を実施しています。
　平成26年度は、全国で830名、本県から公立学校関係で次の9名
の方々が表彰され、
2月17日（火）に表彰
伝達式が県庁で行
われました。
　今後とも、教育に
対する情熱と力量を
遺憾なく発揮し、他
の教職員の目標とな
る存在として、ますま
す御活躍されること
を期待しています。

文化の森へ行こう!

平成26年度文部科学大臣優秀教職員表彰について      
●炭田　統子　栄養教諭（徳島市福島小学校）
　実践分野:学校給食

●林　　哲史　主幹教諭（徳島市沖洲小学校）
　実践分野:学校運営

●阿部　敏和　主幹教諭（吉野川市立鴨島小学校）
　実践分野:学習指導 
●尾形　徳康　教諭（藍住町立藍住北小学校）
　実践分野:学習指導

●河野　昭一　教諭（美馬市立江原中学校）
　実践分野:学校運営

●笠谷　祐史　主幹教諭（徳島県立富岡東中学校）
　実践分野:学校運営

●井河　宏文　教諭（徳島県立小松島西高等学校）
　実践分野:生徒指導

●八張　　愼　教諭（徳島県立阿南工業高等学校）                                       
　実践分野:部活動

●山田　千代　教諭（徳島県立ひのみね支援学校）
　実践分野:特別支援

※役職・学校名については、平成26年度当時です。
平成26年度  文部科学大臣優秀教職員表彰伝達式
（平成27年2月17日徳島県庁教育委員室にて）


